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マルチチャンネルアーム MCA384
遺伝子制御ネットワークの
研究に活躍
EPFL（École Polytechnique Fédérale de Lausanne）は、遺
伝子とこれを制御する転写因子の相互作用を研究するため、マル
チチャンネルアーム（MCA）384を搭載した Tecan の Freedom 
EVO®ワークステーションを利用している。MCA 384は、アダプター 
プレートを搭載しているため柔軟性に優れ、ランの途中でもオペレー
ターの介入なしに使い捨てチップから固定チップへの交換が可能で
ある。

スイスのローザンヌにあるFederal Institute of 
Technology に属するEPFL は、欧州の主要
科学技術機関のひとつとして遺伝子とその転
写因子との相互作用を研究している。遺伝子
制御ネットワークは、後生動物の発生と機能に
重要な役割を果たすだけでなく、疾患に関連す
ると考えられる。しかし、遺伝子とこれを制御す
る転写因子の相互作用は、遺伝子制御ネット
ワークの基盤であるにもかかわらず、解明が進
んでいない。そこで EPFL は、ハイスループッ
トの技術を用いて後生動物の遺伝子発現を制
御する調節エレメントやこれらに結合する転写因
子の特定を目指している。EPFL の最終目標
は、発生と機能を司る遺伝子制御ネットワーク
の構造を解明することである。EPFL には転写
因子のライブラリがあり、ショウジョウバエの遺
伝子制御ネットワークの研究に利用されている。
この研究では、Freedom EVOリキッドハンド
リング プラットフォームをスクリーニングに使用

している。EPFL の Laboratory Technician、
Jean-Daniel Feuz 氏がインタビューに答えた。

「私たちは、MCA 384を搭載した Freedom 
EVO® ワークステーションを使用していますが、
ロボット マニピュレータ（RoMa）アームやカ
ローセルホテル、2 台のインキュベーター、遠
心分離機などが非常に役立っています。我わ
れは約 750 種類の転写因子のライブラリをスク
リーニングしなければならないため、MCA 384
は理想的な装置です。」

「プレートをカローセルにセットし、目的の調節
エレメントを組み込んだ酵母細胞をMCA 384
の使い捨てチップで 384 ウェルプレートに注
入します。次に転写因子のライブラリを加えま
す。酢酸リチウム（LiAc）で形質転換するた
め、さらにポリエチレン グリコール（PEG）を
MCA 384 の固定チップでプレートに加えま
す。Freedom EVO には 2 台のインキュベー

ターが搭載されています。一方を30 ℃、他方
を42 ℃で使用し、RoMa アームでプレートを適
切なタイミングで移動させます。インキュベートが
終了すると、プレートを遠心分離機に移し、形
質転換した酵母細胞をスピンダウンします。そ
の後、実験の最終段階として、MCA 384 で
PEGをプレートから除去し、酵母だけを残します。
これを水で懸濁し、1 枚の寒天プレートに注入
します。寒天プレートを30 ℃でモニターしなが
らインキュベートし、形質転換ができたかどうか
を確認します。」

「Freedom EVOを使い始めて 1 年以上がたち
ます。この装置では、750 種類の形質転換が
わずか 2 時間で終了します。以前はすべてが
手作業だったので、はるかに時間がかかりまし
た。自動化、特に MCA 384 による柔軟性の
高い自動化によって、私たちのワークフローも
転換しました。」

Tecan のマルチチャンネルアーム 384 に関す
る詳細は、www.tecan.com/mca384をご
覧ください。

また EPFL に関する詳細は、www.epfl .chを
ご覧ください。
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